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本
稿
で
当
コ
ラ
ム
の
担
当
は

最
後
と
な
る
。
舌
足
ら
ず
で
誤

・
解
さ
れ
る
箇
所
も
多
々
、
恥
じ

入
る
ば
か
り
だ
が
、
美
術
界

一
画
廊
業
゛
の
立
場
か
ら
本
音

・
を
吐
露
し
た
つ
も
り
だ
。
２
０

一
〇
７
年
に
開
館
し
た
県
立
博
物

館
・
美
術
館
の
あ
り
方
、
琉
球

一
の
歩
ん
だ
歴
史
と
美
術
、
沖
縄

の
若
手
美
術
家
の
話
題
な
ど
に

一
言
及
し
て
き
た
。
自
身
の
画
廊

・
企
画
に
お
い
て
は
、
美
術
と
社

一
会
の
関
係
性
を
探
り
つ
つ
、
制

一
作
す
る
側
（
美
術
家
）
と
受
容

す
る
側
（
観
言
が
Ｔ
マ
を

共
有
し
、
美
術
の
チ
カ
ラ
に
よ

っ
て
覚
醒
と
思
索
を
深
め
る
空

。
賢
緬
）
が
剔
出
で
き
れ
ば
と

引・
　
県
立
の
美
術
館
が
開
館
５
年
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視

目
を
迎
え
よ
う
と
し
、
運
営
に

も
順
調
な
リ
ズ
ム
が
出
て
き
た

か
に
思
え
る
。
そ
の
一
方
で
、

以
前
活
発
に
活
動
を
し
て
い
た

ベ
テ
ラ
ン
作
家
た
ち
の
個
展
が

少
な
く
な
っ
た
。
作
品
が
美
術

館
に
収
蔵
さ
れ
、
作
家
た
ち
に

あ
る
種
の
達
成
感
が
宿
っ
た
の

か
。
ま
た
、
あ
る
作
家
に
お
い

て
は
美
術
館
の
企
画
趣
旨
の
枠

外
も
一
因
と
し
て
あ
る
か
。
美

術
館
活
動
と
と
も
に
学
芸
員
の

調
査
研
究
が
進
む
と
、
必
然
的

に
価
値
体
系
化
が
発
生
す
る
。

体
系
の
外
に
あ
る
美
術
家
は
あ

る
種
の
「
弊
害
と
疎
外
」
の
よ

う
な
感
覚
に
陥
る
で
あ
ろ
う
。

ゝ
し
か
し
、
美
術
表
現
の
領
域

は
作
家
の
思
想
や
感
性
は
も
と

よ
り
、
場
の
状
況
と
時
聞
か
加

わ
り
、
広
く
立
体
的
だ
。
動
き

だ
し
て
聞
も
な
い
美
術
館
の
体

系
化
は
物
故
作
家
中
心
で
あ

り
、
一
断
面
に
す
ぎ
な
い
。
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
終
焉
、
ポ

ス
ト
モ
ダ
ン
の
終
焉
と
多
様

琉球美術独自の文脈を
性
、
同
時
代
性
を
視
野
に
入
れ
　
り
の
感
情
を
越
え
て
、
深
く
尊

れ
ば
、
も
っ
と
立
体
的
な
考
察
厳
を
踏
み
に
じ
る
歴
史
的
事
件

と
、
現
役
の
ベ
テ
ラ
ン
、
若
手
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
防
衛
局
の

作
家
を
取
り
込
ん
だ
企
画
が
望
選
挙
運
動
へ
の
関
与
事
件
。
ヤ

ま
れ
る
。

　
こ
の
島
（
琉
球
列
島
）

　
　
　
マ
ト
と
琉
球
の
構
図
「
差
別
と

の
抱
善
」
が
ま
す
ま
す
潔
わ
に
な

え
込
ん
だ
独
特
な
歴
史
や
状
況
　
っ
た
。
こ
れ
か
ら
一
体
、
こ
の

を
想
え
ば
こ
そ
、
中
央
（
東
よ
う
な
見
下
し
た
眼
差
し
か

京
）
文
脈
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
は

ず
し
、
独
自
の
「
琉
球
・
沖
縄

の
美
術
」
文
脈
が
あ
っ
て
も
よ

い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
こ
の

列
島
の
地
下
水
脈
で
流
れ
続
け

る
「
何
か
」
と
「
未
来
像
」
に

触
れ
る
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ

な
い
。
沖
縄
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ

ー
を
出
発
点
に
、
等
身
大
の
自

画
像
（
オ
キ
ナ
ワ
ン
ア
ー
ト
）

を
語
り
始
め
た
い
。
近
い
将
来

に
国
際
的
な
美
術
展
（
沖
縄
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
）
が
開
か
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
最
後
に
、
昨
年
1
2
月
2
8
日
未

明
の
沖
縄
防
衛
局
に
よ
る
県
庁

守
衛
室
へ
の
環
境
ア
セ
ス
書
類

投
げ
込
み
（
闇
討
ち
）
は
、
怒

ら
、
沖
縄
人
は
ど
の
よ
う
な
英

知
を
し
ぼ
っ
て
平
等
の
関
係
を

構
築
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

当
日
、
緊
迫
し
た
空
気
が
漂
う

県
庁
廊
下
で
、
私
は
抗
議
す
る

市
民
に
交
じ
っ
て
泉
と
し
て

い
た
。
美
術
家
は
い
な
い
か
廊

下
を
歩
き
回
っ
た
。
集
団
の
向

こ
う
に
若
手
の
女
性
美
術
家
Ｙ

さ
ん
の
姿
が
あ
っ
た
。
一
人
で

斐
四
に
カ
メ
ラ
を
回
す
彼
女
は

救
い
の
女
神
に
も
思
え
た
。
年

明
け
に
彼
女
は
ロ
ン
ド
ン
で
の

個
展
の
た
め
旅
立
っ
た
。
沖
縄

美
術
界
の
「
進
化
」
　
「
発
展
」

を
願
い
た
い
。
「
期
待
」
と

　
「
希
望
」
を
こ
め
て
。

　
　
　
。
（
画
廊
沖
縄
代
表
）
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